（様式－２）

応募技術概要書－１

	テーマ名

項　目
	建設廃棄物（木質系廃材）のリサイクル技術

	１． eq \o\ad(技術名称,　　　　　)
	

	２． eq \o\ad(副題,　　　　　)
	

	３． eq \o\ad(応募者名,　　　　　)
	

	４． eq \o\ad(開発体制,　　　　　)
	　□全て国産開発技術　　□外国技術導入（□全部　□一部）
　□単独　　□共同研究（□民・民、□民・官、□民・学、□民・官・学）

	５．技術の概要
	（技術の概要）

	
	（当該技術の開発時期）



	
	（図表等）

	６．技術の特徴及び従来技術との対比
	　技術の特徴に関する説明を従来技術と対比しながら、下記より最大３つまで選択、チェックして、その内容をできるだけ定量的に説明する。

　□：経済性向上　　　□：工期短縮　　　□：品質（耐久性・強度・効果等）向上
　□：安全性向上　　　□：施工性向上、適用範囲拡大　　　□：環境保全
　□：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・比較対象とする従来技術名称：○○○○

	７．公募条件との適合性
	該当箇所をチェックする

□：原料の廃材が、木質系廃材であること。
□：リサイクル品は従来品と同程度の品質、施工性を有する建設資材（板材、角材、型枠材）であること。

	８．要件との適合性
	該当箇所をチェックする

□：技術の内容に係る全てを提示できるものであること。
□：関係法令に適合していること。

	９．技術の性能等
（目的物の形状・物性）
	

	
	
	製品形状
	□板材　□角材　□型枠直接成型
	

	
	
	板　　材
	厚　さ
	㎜
	○○㎜、○○㎜、○○㎜、○○㎜
	

	
	
	
	大きさ
	㎜
	縦○○ｍ×横○○ｍ
	

	
	
	角　　材
	断面寸法
	㎜
	○○㎜×○○㎜、○○㎜×○○㎜
	

	
	
	
	長  さ
	ｍ
	○○ｍ、○○ｍ、○○ｍ
	

	
	
	型枠直接成型
	形　状
	－
	□平面　□コーナー　□その他
	

	
	
	
	寸　法
	㎜
	○○ｍ×○○ｍ、○○ｍ×○○ｍ
	

	
	
	
	

	
	
	曲げ強度
	縦
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	
	横
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	曲げ
ヤング率
	縦
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	
	横
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	剪断強度
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	木ネジ保持力
	Ｎ
	○○Ｎ
	

	
	
	密度
	ｇ/㎝3
	○○ｇ/㎝3
	

	
	
	含水率
	％
	○○％
	

	
	
	吸水率
	％
	○○％
	

	
	
	吸水厚さ膨張率
	％
	○○％
	

	
	
	耐久性
	形状
	
	

	
	
	
	物性
	
	

	
	　※当該製品の形状・物性に対する精度を上表の該当する箇所に併記する。

	（地球環境への影響）
	

	
	
	ホルムアルデヒドの放出量
	
	

	
	
	リサイクルに必要なエネルギ－
	原料○○ｔ→製品△△ｔ（灯油換算△△Ｌ）
	

	
	
	
	

	（当該技術が期待される成果を達成するための自然条件、現場条件等）
	
	原料となる木質系廃材の種類
	□建築解体材　□間伐材　□草　□その他（　）
	

	
	
	材料費
	
	

	
	
	処理費
	
	

	
	

	（リサイクル材を再リサイクルできる工夫）
	・リサイクル材を再リサイクルできる工夫について記す。

	10．その他の確認事項
	１）施工実績の有無　（□有り　　□無し）

	
	２）当該技術の保有者が施工しうる地域の範囲

	
	３）ＮＥＴＩＳへの登録　（□有り－登録番号　　　　　　　　　　　□無し）

	
	４）具体的な特許取得内容について
国内特許（□有り　□無し）、外国特許（□有り　□無し）

特許出願中（□有り　□無し）　
特許取得部分（□全部　□一部）
□：他社に許諾しない
□：有償許諾
□；無償許諾
特許使用料（　　　　　　　　　　　　　円）



	11．添付資料
	□：応募技術のパンフレット
□：特許等の手続きの写し


（様式－２）
応募技術概要書－２

	テーマ名

項　目
	非破壊検査・センシング技術

	１． eq \o\ad(技術名称,　　　　　)
	

	２． eq \o\ad(副題,　　　　　)

	

	３． eq \o\ad(応募者名,　　　　　)
	

	４． eq \o\ad(開発体制,　　　　　)
	□全て国産開発技術　　□外国技術導入（□全部　□一部）
□単独　　□共同研究（□民・民、□民・官、□民・学、□民・官・学）

	５．技術の概要
	（技術の概要）

	
	（当該技術の開発時期）

	
	（図表等）

	６．技術の特徴及び従来技術との対比
	　技術の特徴に関する説明を従来技術と対比しながら、下記より最大３つまで選択、チェックして、その内容をできるだけ定量的に説明する。
　□：経済性向上　　　□：工期短縮　　　□：品質（耐久性・強度・効果等）向上
　□：安全性向上　　　□：施工性向上、適用範囲拡大　　　□：環境保全
　□：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・比較対象とする従来技術名称：○○○○

	７．公募条件との適合性
　（該当箇所を記入）
	　該当箇所をチェックする。
 □：土・石構造物の調査項目は、地中に発生した空洞等の大きさ、深さを対象とするものであること。
 □：コンクリート構造物の調査項目は、中性化、塩分含有量・浸透量、クラック等のコンクリートの変状、鉄筋の位置・腐食等の状況及び中詰や背後の空洞等を対象とするものであること。
 □：鋼構造物の調査項目は、厚さ100mmまでの部材を使用したもので、溶接構造、ボルト又はリベットによる接合を対象とし、クラック、緩み、腐食等の変状等を対象とするものであること。
 □：その他、社会資本の維持管理の合理化、効率化、確実性向上等に資する非破壊・センシング技術であること。

	８．要件との適合性
	　該当箇所をチェックする。

□：技術の内容に係る全てを提示できるものであること。
□：関係法令に適合していること。

	９．技術の性能等
（目的物の形状・物性）
	

	
	
	調査対象構造物
	□コンクリート　　□鋼　　□土・石
	

	
	
	原理及び試験装置
	例：電磁波法（レーダー法）
	

	
	
	コンクリート
	□ひび割れ
	ひび割れ幅
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	ひび割れ深さ
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□はく離
	はく離・はく落
	
	
	

	
	
	
	□塩分
	塩分含有量
	kg/ｍ3
	○○㎏/ｍ3
	

	
	
	
	
	塩分浸透量
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□中性化
	中性化深さ
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□配筋状態
	鉄筋位置
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	鉄筋径
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	鉄筋腐食
	mg/㎝2
	○○mg/㎝2
	

	
	
	
	□圧縮強度
	圧縮強度
	Ｎ/㎜2
	○○Ｎ/㎜2
	

	
	
	
	□内部の
　不良範囲
	位置
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	寸法
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□背面状況
	空洞抽出範囲
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	コンクリート厚
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	鋼
	□表面欠陥
	母材
	腐食
	
	範囲、厚さ
	

	
	
	
	
	
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	溶接部
	腐食
	
	
	

	
	
	
	
	
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	　　　（次ページに続く）
	


	
	
	鋼
	□内部欠陥
	母材
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	溶接部
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□裏面欠陥
	母材
	腐食
	
	
	

	
	
	
	
	
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	溶接部
	腐食
	
	
	

	
	
	
	
	
	線状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	
	
	円状欠陥
	㎜
	○○㎜
	

	
	
	
	□ボルト
	緩み
	
	
	

	
	
	
	
	腐食
	
	
	

	
	
	
	□リベット
	緩み
	
	
	

	
	
	
	
	腐食
	
	
	

	
	
	土・石
	□空洞
	抽出範囲
	ｍ
	○○ｍ
	

	
	
	
	
	土被り
	ｍ
	○○ｍ
	

	
	
	
	□不健全範囲
	抽出範囲
	ｍ
	○○ｍ
	

	
	
	
	
	土被り
	ｍ
	○○ｍ
	

	
	
	※調査精度（結果と実際値の誤差）を上表の該当する個所に併記する。
	

	
	

	（現場及びその周辺への影響）
	

	
	
	電磁波・放射線等の影響
	
	

	
	
	その他の影響
	
	

	
	

	（当該技術が期待される成果を達成するための自然条件、現場条件等）
	

	
	
	検査を行うに当たっての自然条件
	
	

	
	
	精度に及ぼす現場条件
	
	

	
	
	対象構造物の規模
	
	

	
	
	特殊技師への依存度
	
	

	
	
	１日当たり調査費用
	
	

	
	
	１日当たり調査範囲
	
	

	
	

	10．その他の確認事項
	１）施工実績の有無　（□有り　　□無し）

	
	２）当該技術の保有者が施工しうる地域の範囲

	
	３）ＮＥＴＩＳへの登録　（□有り－登録番号　　　　　　　　　　　□無し）

	
	４）具体的な特許取得内容について
　　国内特許（□有り　□無し）、外国特許（□有り　□無し）

　　特許出願中（□有り　□無し）
　　特許取得部分（□全部　□一部）
　　□他社に許諾しない
　　□有償許諾
　　□無償許諾
　　　特許使用料（　　　　　　　　　　　　　　　円）



	11．添付資料
	□：応募技術のパンフレット
□：特許等の手続きの写し


（様式－２）
応募技術概要書－３

	テーマ名

項　目
	ＧＩＳ（地理情報システム）活用技術

	１． eq \o\ad(技術名称,　　　　　)
	

	２． eq \o\ad(副題,　　　　　)

	

	３． eq \o\ad(応募者名,　　　　　)
	

	４． eq \o\ad(開発体制,　　　　　)
	□全て国産開発技術　　□外国技術導入（□全部　□一部）  
□単独　　□共同研究（□民・民、□民・官、□民・学、□民・官・学）

	５．技術の概要
	（技術の概要）

	
	（当該技術の開発時期）

	
	（図表等）

	６．技術の特徴及び従来技術との対比
	　技術の特徴に関する説明を従来技術と対比しながら、下記より最大３つまで選択、チェックして、その内容をできるだけ定量的に説明する。
　□：経済性向上　　　□：工期短縮　　　□：品質（耐久性・強度・効果等）向上
　□：安全性向上　　　□：施工性向上、適用範囲拡大　　　□：環境保全
　□：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・比較対象とする従来技術名称：○○○○

	７．公募条件との適合性

	　該当箇所をチェックする

□：地理情報標準に準拠する等、他システムとの連携が可能な、都市などの三次元地図情報を生成するものであること。

□：航空写真、衛星情報などのリモートセンシング技術を活用し、適時に適切な更新が行えるものであること。



	８．要件との適合性
	　該当箇所をチェックする

□：技術の内容に係る全てを提示できるものであること。
□：関係法令に適合していること。

	９．技術の性能等
	（三次元地図データの評価項目）

	
	
	データ項目
	評価項目
	内　　容
	

	
	
	地形
	データモデル
	□グリッド　□ＴＩＮ　□ブレイクラインを使ったＴＩＮ
	

	
	
	
	標高内挿の方法
	□メトリック　□ノンメトリック
	

	
	
	
	データ取得法
	□レーザプロファイラ　□空中写真計測
□その他
	

	
	
	
	データ密度
	１ha当たりの平均点数：　　　点/ha
	

	
	
	
	地下の表現
	□マルチサーフェス　□多面体モデル
	

	
	
	
	符号化法
	□ＤＸＦ　□ＸＭＬ　□ＶＲＭ　□ＣＳＶ
□ＤＭ　フォーマット　□その他（　　　　　）
	

	
	
	被覆
	データの種類
	□デジタルオルソ　□衛星画像（　　　　　　）
□高解像度衛星画像（　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　）
	

	
	
	
	符号化法
	□ＧｅｏＴＩＦＦ　□ＴＩＦＦ　□ＪＰＥＧ
□ＢＭＰ　□その他（　　　　　）
	

	
	
	ベクタ地物
	主たる地物種類
	（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）
（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）
	

	
	
	
	空間属性
	□点　□線　□面　□立体　□位相関係
	

	
	
	
	時間属性
	□瞬間　□期間
	

	
	
	
	主題属性
	□文字列　□静止画　□動面　□ＵＲＬ
□その他
	

	
	
	
	符号化法
	□ＤＸＦ　□ＸＭＬ　□ＶＲＭ　□ＣＳＶ
□ＤＭ　フォーマット　□その他（　　　　　）
	

	
	
	（三次元地図データの活用範囲）
	

	
	
	活用の種類
	概要説明
	

	
	
	（例）地形解析
	斜面方向分類、傾斜度分類
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	（次ページに続く）
	


	
	
	（地理情報標準準拠のレベル）
	

	
	
	□「メタデータ」に準拠するコアメタデータの記述が可能
	

	
	
	□「空間スキーマ」に準拠する空間属性をもつ地物データ作成が可能
	

	
	
	□「応用スキーマのための規則」に準拠する応用スキーマ作成が可能
	

	
	
	□「符号化法」に準拠するＸＭＬによる符号化が可能
	

	
	
	□「座標による空間参照」に準拠する座標参照系による座標データ作成が可能
	

	
	
	
	

	10．その他の確認事項
	１）施工実績の有無　（□有り　　□無し）

	
	２）当該技術の保有者が施工しうる地域の範囲

	
	３）ＮＥＴＩＳへの登録　（□有り－登録番号　　　　　　　　　　　□無し）

	
	４）具体的な特許取得内容について
　　国内特許（□有り　□無し）、外国特許（□有り　□無し）

　　特許出願中（□有り　□無し）　
　　特許取得部分（□全部　□一部）
　　□：他社に許諾しない
　　□：有償許諾
　　□：無償許諾
　　　特許使用料（　　　　　　　　　　　　　　　円）

	11．添付資料
	□：応募技術のパンフレット
· ：特許等の手続きの写し




（様式－２）
応募技術概要書－４

	テーマ名

項　目
	建設現場における安全対策技術

	１． eq \o\ad(技術名称,　　　　　)
	

	２． eq \o\ad(副題,　　　　　)

	

	３． eq \o\ad(応募者名,　　　　　)
	

	４． eq \o\ad(開発体制,　　　　　)
	　□全て国産開発技術　　□外国技術導入（□全部　□一部）  
　□単独   □共同研究（□民・民、□民・官、□民・学、□民・官・学）　

	５．技術の概要
	（技術の概要）

	
	（当該技術の開発時期）

	
	（図表等）

	６．技術の特徴及び従来技術との対比
	　技術の特徴に関する説明を従来技術と対比しながら、下記より最大３つまで選択、チェックして、その内容をできるだけ定量的に説明する。
　□：経済性向上　　　□：工期短縮　　　□：品質（耐久性・強度・効果等）向上
　□：安全性向上　　　□：施工性向上、適用範囲拡大　　　□：環境保全
　□：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・比較対象とする従来技術名称：○○○○

	７．公募条件との適合性

	該当箇所をチェックする

□：建設機械又は工事現場に設置することにより、安全を確保できるものであること。
□：工事従事者が着用することによって、安全を確保できるものであること。

	８．要件との適合性
	該当箇所をチェックする

□：技術の内容に係る全てを提示できるものであること。
□：関係法令に適合していること。

	９．技術の性能等
　（目的物の形状・物性）
	

	
	
	安全を確保するための手段
	□警報　□表示装置　□障害物　□その他
	

	
	
	安全性向上のレベル
	※要証明
	

	
	
	耐久性
	
	

	
	
	精度
	
	

	
	

	（現場及びその周辺への影　　響）
	
	周辺への影響の有無
	
	

	
	

	（当該技術が期待される成　　果を達成するための自然　　条件、現場条件）
	
	コスト
	
	

	
	
	管理に係る要員の有無
	
	

	
	
	動力源に係る条件
	
	

	
	
	その他　自然条件・現場条件
	
	

	
	

	10．その他の確認事項
	１）施工実績の有無　（□有り　　□無し）
２）当該技術の保有者が施工しうる地域の範囲
３）ＮＥＴＩＳへの登録　（□有り－登録番号　　　　　　　　　　　□無し）

４）具体的な特許取得内容について
　　国内特許（□有り　□無し）、外国特許（□有り　□無し）

　　特許出願中（□有り　□無し）
　　特許取得部分（□全部　□一部）
　　□：他社に許諾しない
　　□：有償許諾
　　□：無償許諾
　　　特許使用料（　　　　　　　　　　　　　　　円）

	11．添付資料
	□：応募技術のパンフレット
□：特許等の手続きの写し


（様式－２）
応募技術概要書－５

	テーマ名

項　目
	長期的テーマ
□：１）公共事業のコスト縮減につながる新しい計画、設計から材料、施工法に至る各分野の技術
□：２）自然創出に関する画期的な技術
□：３）その他、建設技術分野における画期的な技術

	１．技術名称
	

	２．副　　題

	

	３．応募者名
	

	４．開発体制
	　□全て国産開発技術　　□外国技術導入（□全部　□一部）  
　□単独　　□共同研究（□民・民、□民・官、□民・学、□民・官・学）　

	５．技術の概要
	（技術の概要）

	
	（当該技術の開発時期）

	
	（図表等）

	６．技術の特徴及び従来技術との対比
	　技術の特徴に関する説明を従来技術と対比しながら、下記より最大３つまで選択、チェックして、その内容をできるだけ定量的に説明する。
　□：経済性向上　　　□：工期短縮　　　□：品質（耐久性・強度・効果等）向上
　□：安全性向上　　　□：施工性向上、適用範囲拡大　　　□：環境保全
　□：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・比較対象とする従来技術名称：○○○○

	７．公募条件との適合性
	該当箇所をチェックする

□：公共事業の現状コストを画期的に縮減可能（２０％程度縮減）な技術であること。
□：開発に伴って失われる自然生態系を保全・再生する画期的であり施工後に効果が計測可能な技術であること。
□：その他、建設技術分野における画期的な技術であること。

	８．要件との適合性
	該当箇所をチェックする

□：技術の内容に係る全てを提示できるものであること。
□：関係法令に適合していること。

	９．その他の確認事項
	１）施工実績の有無　（□有り　　□無し）

	
	２）当該技術の保有者が施工しうる地域の範囲

	
	３）具体的な特許取得内容について
　　国内特許（□有り　□無し）、外国特許（□有り　□無し）

　　特許出願中（□有り　□無し）　
　　特許取得部分（□全部　□一部）
　　□他社に許諾しない
　　□有償許諾
　　□無償許諾
　　　特許使用料（　　　　　　　　　　　　　　　円）

	
	４）テーマ名１）の場合は、２０％以上のコスト縮減内容を記す。

	
	５）テーマ名２）の場合は、施工後の効果計測方法を記す。

	10．添付資料
	□：応募技術のパンフレット
□：特許等の手続きの写し
□：上記に関する補足資料（確認試験報告書等の研究成果等）
□：その他
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